
◆
平
成
十
八
年
度
卒
業
式

「
学
長
！
　
岡
倉
天
心
に
な
る
」

三
月
二
十
六
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
十
八

年
度
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
の
卒
業

式
は
、
村
井
祐
児
教
授
、
小
畑
義
昭
助
教
授

や
器
楽
科
学
生
ら
に
よ
る
奏
楽
で
華
や
か
に

幕
を
開
け
、
学
長
式
辞
で
は
、
壇
上
に
並
ん

だ
関
根
知
孝
教
授
や
邦
楽
科
学
生
ら
の
謡
と

囃
子
が
高
ら
か
に
鳴
る
な
か
、
東
京
美
術
学

校
創
立
当
時
の
制
服
を
纏
っ
た
宮
田
亮
平
学

長
が
、
古
代
中
国
の
金
文
に
表
れ
た
「
命
」

と
い
う
文
字
を
縦
横
約
二
メ
ー
ト
ル
の
特
製

パ
ネ
ル
に
揮
毫
し
て
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
、

社
会
へ
旅
立
つ
学
生
を
激
励
し
た
。

◆
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
の
設
置

本
学
で
は
、
〝
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
〞

と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
四
月
一

日
に
、
学
長
の
直
属
組
織
と
し
て
「
社
会
連

携
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
。

こ
れ
ま
で
学
内
の
大
学
美
術
館
、
奏
楽
堂

で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
、
演
奏
会
に
、
平
成

十
七
年
度
に
は
三
十
一
万
人
、
平
成
十
八
年

度
に
は
四
十
一
万
人
を
超
え
る
方
々
を
お
迎

え
し
た
。
ま
た
、
学
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

で
は
、
今
年
九
年
目
を
迎
え
る
取
手
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｔ
Ａ
Ｐ
）
を
始
め
と
す
る

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
展
示
、
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
市
民
講
座
な
ど
の
活
動
、
年
間
百

四
十
件
を
超
え
る
依
頼
演
奏
を
行
う
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
、

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
本

学
の
多
様
な
活
動
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
く
と
と
も
に
、「
産
学
公
（
官
）
連
携

活
動
」「
地
域
連
携
活
動
」「
文
化
貢
献
事
業

活
動
」
の
総
合
窓
口
と
な
る
ほ
か
、
様
々
な

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
て
行
く
予
定

で
あ
る
。

◆
大
学
間
国
際
交
流
協
定
締
結

四
月
五
日
、
パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校

（
フ
ラ
ン
ス
）
と
本
学
は
、
芸
術
に
関
す
る

交
流
及
び
教
育
研
究
協
力
を
行
う
こ
と
に
合

意
し
、
芸
術
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

こ
の
調
印
に
よ
り
、
本
学
に
お
け
る
交
流
協

定
締
結
校
は
十
三
カ
国
（
地
域
）、
三
十
三

大
学
等
と
な
っ
た
。

◆
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
芸
術
系
大
学

視
察
団
訪
問

五
月
十
一
日
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術
デ
ザ
イ

ン
大
学
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
、
舞
台
芸
術

大
学
の
視
察
団
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
セ
ン
タ

ー
学
術
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
日
本
・
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
計
画
二
〇
〇
七
―
二
〇
一
一
の

活
動
と
し
て
本
学
を
訪
れ
、
学
内
視
察
の
後
、

守
山
国
際
交
流
室
長
、
三
田
村
美
術
学
部
国

際
交
流
部
会
長
ら
と
懇
談
し
た
。

◆
四
芸
術
大
学
体
育
・
文
化
交
歓
会

ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
展
示
会
・
演
奏
会
を
通

し
て
学
生
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
四
芸
術
大
学
体
育
・
文
化
交
歓
会
」

（
四
芸
祭
／
東
京
藝
術
大
学
、
愛
知
県
立
芸

術
大
学
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
）
が
、
五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
。

本
学
は
、
体
育
競
技
部
門
に
お
い
て
総
合

優
勝
し
、
学
長
室
に
て
実
行
委
員
よ
り
優
勝

報
告
が
行
わ
れ
た
。

◆
宮
田
学
長
が
内
閣
総
理
大
臣
賞

受
賞

平
成
十
九
年
三
月
、
宮
田
亮
平
学
長
が
第

四
十
六
回
「
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
」
に
出

展
し
た
作
品
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。

受
章
・
受
賞

交
　
流

◆
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｔ
Ａ
Ｐ
）
が
第
二
十
九
回

「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
を
受
賞

本
学
、
取
手
市
、
市
民
が
三
位
一
体
と
な

り
、
平
成
十
一
年
よ
り
毎
年
行
な
っ
て
い
る

文
化
事
業
「
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
市
民
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
ア
ー
ト
に
よ

る
新
た
な
街
づ
く
り
を
評
価
さ
れ
、
第
二
十

九
回
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
を
受
賞

し
た
。

◆
映
像
研
究
科
優
秀
修
了
制
作
作
品

に
横
浜
市
長
賞
授
与

七
月
三
十
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
映
画

専
攻
第
一
期
生
、
池
田
千
尋
監
督
の
「
兎
の

ダ
ン
ス
」
が
優
秀
修
了
作
品
に
選
ば
れ
、
横

浜
市
庁
舎
に
お
い
て
中
田
横
浜
市
長
よ
り
市

長
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

◆
第
一
回
　
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

大
賞
入
賞
作
品
展

学
生
の
制
作
活
動
の
成
果
を
広
く
社
会
に

発
信
す
る
た
め
、
学
内
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
「
藝

大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
大
賞
」（
第
一
回
の
作
品

テ
ー
マ
は
「
宇
宙
」）
を
実
施
し
た
。
総
勢

四
十
一
名
（
八
十
三
点
）
の
応
募
の
中
か
ら
、

厳
正
な
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
二
十
四
名

（
五
十
四
点
）
の
入
選
作
品
を
、
四
月
二
十

二
日
ま
で
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
に
て
展
示
、

販
売
し
た
。

初
代
の
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
大
賞
を
受
賞

し
た
の
は
、
美
術
学
部
彫
刻
科
に
在
籍
す
る

中
村
弘
峰
さ
ん
の
作
品
「
幕
開
け
」。

運
　
営
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藝大ブランド油絵具
「油一／YUICHI」発売

美
術
学
部
油
画
技
法
材
料
研
究
室
と
ホ
ル

ベ
イ
ン
工
業
株
式
会
社
と
の
五
年
間
に
わ
た

る
共
同
研
究
（「
理
想
的
な
油
絵
具
の
研
究
」）

の
成
果
と
し
て
、
独
自
の
油
絵
具
「
油
一
／

Ｙ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
を
開
発
・
発
表
し
た
。
学

内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
藝
大
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ
」
で
五
月
八
日
か
ら
販
売
し
て
い
る

（
三
十
色
セ
ッ
ト
十
三
万
一
千
二
百
五
十
円
、

各
色
単
品
三
千
九
百
九
十
円
〜
）。
産
学
連

携
に
よ
る
研
究
成
果
を
世
に
問
う
試
み
と
し

て
は
、
本
学
初
。

こ
の
研
究
は
、
画
家
の
感
性
に
根
ざ
し
た

油
絵
具
作
り
の
可
能
性
を
探
る
も
の
。
国
内

外
で
市
販
さ
れ
て
い
る
油
絵
具
を
集
め
、
ま

た
大
学
で
独
自
に
油
絵
具
を
試
作
す
る
な
ど

し
て
、
視
覚
的
・
触
覚
的
な
観
点
か
ら
評
価

試
験
を
行
い
、
教
員
ら
が
表
現
者
と
し
て
の

立
場
で
そ
れ
に
あ
た
っ
た
。
高
度
な
科
学
的

知
識
と
最
新
の
技
術
を
持
つ
画
材
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
試
験
結
果
を
分
析
し
、
製
造
さ
れ

た
「
油
一
／
Ｙ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
は
、
油
絵
具

本
来
の
鮮
や
か
な
発
色
や
高
い
透
明
性
を
特

徴
と
し
て
い
る
。

前
身
の
東
京
美
術
学
校
で
西
洋
画
科
教
授

だ
っ
た
黒
田
清
輝
は
、
か
つ
て
「
応
用
化
学
」

を
担
当
す
る
教
員
を
招
く
な
ど
し
て
独
自
の

油
絵
具
作
り
を
目
指
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ

た
。
お
よ
そ
百
年
を
経
て
誕
生
し
た
「
油

一
／
Ｙ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
は
、
黒
田
以
来
の
夢

の
実
現
で
も
あ
り
、
今
年
迎
え
る
本
学
の
創

立
一
二
〇
周
年
に
新
た
な
彩
り
を
添
え
る
も

の
と
な
っ
た
。

油絵具「油一/YUICHI」
のロゴマーク。チューブやパッケージの

デザインも共同研究によ
るもの。



展覧会・演奏会の最新情報は、東京藝術大学公式Web
サイト（http://www.geidai.ac.jp）をご覧ください。

展覧会についてのお問い合わせ
東京藝術大学大学美術館　Tel. 050-5525-2200
NTTハローダイヤル　Tel. 050-5777-8600

演奏会についてのお問い合わせ
東京藝術大学大学音楽学部演奏企画室
Tel. 050-5525-2300

演奏会チケットの取り扱い
藝大アートプラザ　Tel. 050-5525-2102
ヴォートル・チケットセンター
Tel. 03-5355-1280
チケットぴあ　Tel. 0570-02-0990
東京文化会館チケットサービス
Tel. 03-5815-5452

藝大アートプラザのご案内
(株)藝大BiOn（ビオン）
Tel.  050-5525-2102
Fax 050-5525-2486

第15号刊行にあたって

創立１２０周年を記念して宮田学

長と成田電通最高顧問との対談を企

画、実施した。藝大の社会連携のあ

り方を考える時、産む側と伝える側

という、対極にある両者の意見にど

のような違いがあるのか、両者の温

度差を実感したい、そんな思いが編

集部にあったことが実現した理由だ。

それぞれのお立場から日本の文化の

魅力、藝大の役割を熱く語っていた

だいた有意義な対談であった。

また、対談の中でお二人の共通の

知人である元ソニー会長大賀さんの

「今こそ藝大に経済学部をつくるべ

き」と言った趣旨のご発言が披露さ

れた。工学のみでは限界を感じてい

る今の産業界全体から、芸術に対し

ラブコールを受けたよう。大賀さん

のような芸術の伝道師、偉大な先輩

がいたことにあらためて感謝したい。

藝大通信編集長

長濱雅彦

学
出
版
会
発
行
に
よ
る
記
念
す
べ
き
一
冊
目

「
藝
大
素
述
―
美
術
学
部
の
教
育
現
場
か
ら

―
」
が
完
成
し
、
七
月
十
四
日
よ
り
発
売
さ

れ
た
。

本
冊
子
は
創
立
一
二
〇
周
年
を
ひ
と
つ
の

契
機
と
し
て
、
美
術
学
部
の
教
育
の
現
在
を

あ
ぶ
り
出
す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
二

〇
〇
六
年
度
に
実
施
し
た
全
教
員
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
録
と
、
教
育
・
制
作
・
発
表
・

講
評
な
ど
の
現
場
を
取
材
し
た
画
像
を
収
録

し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ

ザ
（
〇
五
〇
―
五
五
二
五
―
二
一
〇
二
）

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数
（
平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
現

在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ
個
人
一
二
三
名
　
法
人
五
団

体特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ
個
人
一
八
名
　
法
人
一

団
体

◆
平
成
十
九
年
度
入
学
式

四
月
十
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
十
九
年
度

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
浦
川
宜
也
教
授
に

よ
る
奏
楽
で
新
入
生
を
歓
迎
し
、
学
長
式
辞

で
は
、
壇
上
で
揮
毫
し
た
「
心
」
と
い
う
文

字
を
掲
げ
て
学
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

◆
附
属
音
楽
高
等
学
校

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
パ
リ
公
演

（
ユ
ネ
ス
コ
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
）

四
月
二
十
三
日
、
本
学
音
楽
学
部
附
属
音

楽
高
等
学
校
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
パ
リ
の

ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
演
奏
会
を
行
っ
た
。
こ
の

演
奏
会
は
、
世
界
の
紛
争
や
貧
困
に
苦
し
む

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
平
和
祈
念
と
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
通
じ
て
の
募
金
活
動
に
よ
る
教
育

環
境
向
上
を
願
っ
て
行
わ
れ
、
世
界
各
国
か

ら
の
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
聴
衆
か
ら
の
鳴

り
や
ま
ぬ
拍
手
で
幕
を
閉
じ
た
。

◆
映
画
専
攻
第
一
期
生
の

修
了
制
作
作
品
上
映

五
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
横
浜
校

地
馬
車
道
校
舎
に
お
い
て
大
学
院
映
像
研
究

科
映
画
専
攻
第
一
期
生
修
了
制
作
作
品
が
上

映
さ
れ
た
。
個
性
的
な
六
作
品
が
上
映
さ
れ
、

会
場
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
。

◆
「
藝
大
素
述
―
美
術
学
部
の

教
育
現
場
か
ら
―
」
を
出
版

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
・
東
京
藝
術
大

﹇
個
人
﹈

赤
羽
根
一
司
浅
津
勲
安
達
謙
三
新
井
繁
男
荒
居
廣
荒
川
明
照

有
賀
誠
門
池
毅
池
田
政
治
　
石
井
中
子
石
川
浩
一
石
澤
秀
子
石
橋
泰

和
泉
き
よ
い
和
泉
良
彦
磯
貝
紀
枝
板
屋
一
弘
伊
藤
美
智
子
稲
次
敏
郎

井
上
弥
久
岩
坂
實
歌
田
眞
介
梅
村
寛
浦
井
正
明
太
田
和
良
幸
大
塚
恵
子

大
西
長
利
岡
田
信
道
奥
村
伸
二
越
智
雄
二
垣
内
光
子
川
下
繁
二

菊
池
君
子
鬼
島
康
宏
北
澤
京
子
（
大
浦
食
堂
）
工
藤
儀
助
隈
部
孟

栗
原
茂
児
島
正
剛
小
林
秀
夫
近
藤
達
仁
斉
田
賢
二
斎
藤
一
郎
坂
本
一
道

佐
藤
和
夫
佐
藤
眞
佐
野
靖
史
・
か
ほ
る
澤
田
ま
ゆ
み
三
林
輝
夫

篠
田
清
島
�
敏
一
下
崎
航
下
里
ま
さ
子
ジ
ャ
ニ
イ
岩
橋
鈴
木
規
夫

澄
川
喜
一
関
根
将
雄
瀬
山
眞
寿
子
高
木
浩
子
高
木
学
高
梨
秀
美

�
橋
彬
�
橋
茂
生
高
橋
豊
瀧
澤
經
子
滝
沢
布
沙
谷
村
秀
田
渕
俊
夫

玉
井
賢
二
田
村
宏
堤
浪
夫
椿
和
実
手
塚
登
久
夫
寺
嶋
孝
・
孝
佳

戸
田
敏
子
外
山
雄
三
永
井

夫
中
西
釦
治
中
根
寛
中
林
忠
良
中
村
進
治

七
瀧
嘉
泰
新
島
治
男
西
村
清
長
谷
川
士
郎
長
谷
川
寛
林
マ
ト
ノ
節
子

原
正
樹
平
松
保
城
平
山
郁
夫
福
島
規
代
子（
画
翠
藝
大
店
）
福
田
徳
樹

藤
野
宗
次
郎
堀
江
振
一
郎
松
永
勲
松
林
慎
一
摩
尼
義
晴
三
浦
朱
門

宮
下
安
弘
宮
田
亮
平
三
好
二
郎
武
藤
三
千
夫
村
上
徳
子
村
山
鎮
雄

毛
利
順
子
望
月
積
屋
宜
宣
仁
矢
沢
真
司
谷
田
貝
津
喜
子
山
岡
耕
筰

山
本
正
男
吉
澤
壮
一
吉
田
由
宇
子
吉
田
和
夫
和
久
奈
ち
よ
渡
邊
健
二

渡
邉
幸
夫

●
作
品
を
提
供
し
、
東
京
美
術
倶
楽
部
よ
り
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

梅
原
幸
雄
絹
谷
幸
二
田
渕
俊
夫
手
塚
雄
二
中
島
千
波
宮
廻
正
明

籔
内
佐
斗
司

﹇
企
業
・
団
体
等
﹈

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）

（
株
）石
川
画
廊

（
株
）伊
豆
栄

（
株
）和
泉
画
廊

（
有
）い
づ
み
画
廊
岩
勝
画
廊
（
株
）印
象
社
（
株
）永
善
堂
（
株
）Ｎ
Ｈ

Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）
大
阪
美
術
倶
楽
部

大
阪
美
術
商
協
同
組
合

（
株
）大
淵
銀
器
（
有
）岡
村
多
聞
堂
お
ぐ
ら
美
術
（
株
）金
沢
美
術
倶
楽
部

金
沢
美
術
商
協
同
組
合
株
木
建
設（
株
）
（
株
）画
廊
き
よ
み
ず
（
宗
）神

田
神
社

（
有
）キ
ッ
ズ
ツ
リ
ー
（
株
）紀
伊
國
屋
書
店
（
有
）キ
ャ
ッ
ス
ル

（
株
）ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
お
い
（
株
）ギ
ャ
ラ
リ
ー
ぐ
ん
じ
（
有
）ギ
ャ
ラ
リ
ー

長
谷
川
（
株
）ギ
ャ
ラ
リ
ー
広
田
美
術
（
株
）京
都
美
術
倶
楽
部
京
都
美
術

商
協
同
組
合
清
澄
画
廊
（
株
）藝
大
Ｂ
ｉ
Ｏ
ｎ
（
株
）コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
フ

ジ
タ
（
株
）後
藤
紙
店
（
株
）小
林
画
廊
（
株
）彩
光
画
廊
（
株
）彩
鳳
堂

画
廊
（
株
）サ
ン
・
ア
ー
ト
「
月
刊
美
術
」
（
株
）三
渓
洞
三
和
酒
類（
株
）

（
株
）資
生
堂
（
有
）秀
山
堂
・
秀
山
堂
画
廊
（
株
）城
北
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

（
株
）神
通
静
玩
堂
　
新
日
鉱
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）
（
株
）靖
雅
堂
夏

目
美
術
店
（
株
）精
養
軒
（
株
）太
陽
画
廊
（
株
）高
島
屋
（
株
）田
島
美

術
店
東
京
瓦
斯（
株
）
東
京
ガ
ス
豊
洲
開
発（
株
）
（
株
）東
京
ス
タ
デ
オ

（
株
）東
京
美
術
倶
楽
部

東
京
本
郷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

凸
版
印
刷（
株
）

（
株
）富
山
美
術
倶
楽
部

富
山
美
術
商
協
同
組
合

（
株
）ナ
カ
ジ
マ
ア
ー
ト

（
株
）中
村
好
古
堂

（
株
）名
古
屋
美
術
倶
楽
部

名
古
屋
美
術
商
協
同
組
合

21
世
紀
燕
京
書
道
交
流
協
会

（
財
）日
本
交
通
文
化
協
会

日
本
サ
ム
ス
ン

（
株
）
日
本
通
運（
株
）関
東
美
術
品
支
店

（
社
）日
本
銅
セ
ン
タ
ー
日
本

メ
ナ
ー
ド
化
粧
品（
株
）
日
本
山
村
硝
子（
株
）
日
本
郵
船（
株
）
野
村
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）
（
有
）袴
田
美
術
店
（
株
）花
田
美
術
東
日
本
遊

技
機
商
業
協
同
組
合

美
術
学
部
厚
誼
会

美
術
学
部
杜
の
会

（
株
）
フ
ク

シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
株
）福
屋
（
株
）フ
ジ
ヰ
画
廊
芳
山
堂
（
株
）

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
ホ
ル
ベ
イ
ン
画
材（
株
）
ホ
ル
ベ
イ
ン
工
業（
株
）
（
有
）

増
保
美
術
（
株
）松
坂
屋
（
株
）丸
栄
（
有
）丸
栄
堂
み
ず
た
に
美
術（
株
）

（
株
）三
長
（
株
）三
越
（
株
）水
戸
忠
交
易
（
有
）み
は
し
（
株
）宮
本
卯

之
助
商
店
（
株
）村
越
画
廊
村
松
楽
器
販
売（
株
）
（
株
）村
松
フ
ル
ー
ト

製
作
所
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
（
財
）林
美
術
財
団
　
名
都
美
術
館

安
田
不
動
産
（
株
）

（
有
）
柳
井
美
術

（
株
）
山
野
楽
器

ヤ
マ
ハ
（
株
）

（
株
）ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
東
京
（
株
）彌
生
画
廊
（
有
）ユ
ー
シ
ー
ベ
ン

デ
ィ
ン
グ
商
会

（
株
）
横
井
春
風
洞

ヨ
シ
オ
カ
画
廊

（
有
）
吉
野
画
廊

（
有
）六
文
舎
（
有
）若
山
長
江
洞

八
月
以
降
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
は
次
号
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

東
京
藝
術
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

七
月
三
十
一
日
現
在
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）


